
卑
官
摺

江
戸
城
下
に
伝
わ
っ
た
地
方
の
野
菜

大
竹
　
道
茂

我
が
国
の
野
菜
は
、
古
く
は
貌
志
倭
人
伝
に
「
シ
ョ
ウ
ガ
、
タ
チ
バ
ナ
、

サ
ン
シ
ョ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
」
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
以
後
近
隣
諸
国
か

ら
渡
来
し
た
野
菜
が
、
我
が
国
の
気
候
風
土
の
中
で
、
育
ま
れ
、
地
域
の

食
文
化
を
生
ん
で
き
た
。

伝
統
野
菜
は
、
固
定
種
と
云
わ
れ
る
も
の
で
、
今
日
市
場
に
出
回
っ
て

い
る
交
配
種
（
一
代
雑
種
）
と
は
異
な
り
、
タ
ネ
が
採
れ
る
野
菜
で
、
栽

培
と
収
穫
は
季
節
限
定
、
形
が
揃
わ
な
い
の
が
特
徴
で
、
流
通
に
乗
り
づ

ら
い
か
ら
、
そ
の
土
地
に
行
か
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
多
い
。

伝
統
野
菜
は
、
昔
か
ら
生
産
者
の
思
い
が
タ
ネ
に
込
め
ら
れ
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
野
菜
だ
。

形
が
不
揃
い
の
野
菜
だ
か
ら
、
そ
の
中
で
一
番
、
そ
の
野
菜
の
特
徴
を

表
し
て
い
る
の
を
選
ん
で
、
タ
ネ
を
採
り
次
の
時
代
に
伝
え
て
き
た
。
そ

こ
に
は
、
生
産
者
の
好
み
や
市
場
の
要
求
な
ど
も
反
映
さ
れ
て
い
て
、
ま

さ
に
そ
の
時
代
に
生
き
た
人
々
の
思
い
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
も
の
と

云
っ
て
い
い
。

タ
ネ
を
播
き
、
出
来
た
も
の
を
食
べ
、
そ
の
タ
ネ
を
ま
た
播
き
と
云
う

こ
と
で
、
タ
ネ
を
通
し
て
、
命
が
今
日
ま
で
つ
な
が
っ
て
き
た
野
菜
で
、

そ
の
過
程
に
物
語
が
生
ま
れ
て
い
る
。

参
勤
交
代
が
確
立
す
る
一
六
三
〇
年
代
以
降
、
江
戸
の
滞
留
人
口
は
増

加
し
た
こ
と
か
ら
、
新
鮮
野
菜
が
不
足
し
て
い
た
。
諸
大
名
の
中
に
は
、

江
戸
の
下
屋
敷
な
ど
に
、
国
許
か
ら
野
菜
の
タ
ネ
と
共
に
百
姓
な
ど
も
呼

び
寄
せ
て
、
野
菜
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

五
代
将
軍
綱
吉
が
ま
だ
館
林
の
城
主
だ
っ
た
松
平
右
馬
頭
（
う
ま
の
か

み
）
　
の
時
代
、
下
練
馬
で
病
期
療
養
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
地
域
の

農
業
振
興
に
と
尾
張
か
ら
大
根
の
タ
ネ
を
取
り
寄
せ
て
、
土
地
の
百
姓
に

播
か
せ
た
の
が
地
大
根
と
交
雑
し
、
一
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
立
派
な
大
根
が

生
産
さ
れ
た
の
が
練
馬
大
根
だ
。

八
代
将
軍
吉
宗
は
た
び
た
び
南
葛
飾
郡
を
鷹
狩
で
訪
れ
て
い
た
。
た
ま

た
ま
田
圃
の
中
の
両
で
、
昼
食
を
所
望
し
た
と
き
、
出
し
て
も
ら
っ
た
餅

の
澄
ま
し
汁
に
入
っ
て
い
た
青
菜
が
美
味
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
が
小

松
川
だ
か
ら
と
、
小
松
菜
と
吉
宗
が
命
名
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

家
康
、
秀
忠
、
家
光
、
家
綱
と
四
代
の
将
軍
た
ち
は
、
大
好
き
な
真
桑
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瓜
で
話
が
繋
が
る
。

真
桑
瓜
は
美
濃
国
の
特
産
だ
が
信
長
が
土
地
の
名
前
か
ら
名
付
け
た
と

の
説
も
あ
る
。

百
姓
出
の
秀
吉
は
、
た
び
た
び
瓜
畑
で
の
遊
宴
を
好
み
、
武
将
た
ち
を

招
き
大
騒
ぎ
を
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
瓜
畑
遊
宴
は
戦
国
武
将
達
の
な
ら

い
と
な
り
、
家
康
も
、
真
桑
瓜
の
栽
培
適
地
を
探
し
て
い
た
。

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
　
の
記
録
に
よ
る
と
、
お
鷹
場
や
、
鮎
漁
が
で

き
る
多
摩
川
が
近
く
に
あ
る
、
武
蔵
の
稔
社
六
所
宮
（
現
大
国
魂
神
社
）

が
鎮
座
す
る
府
中
の
地
に
は
、
御
瓜
田
（
ご
か
で
ん
）
を
設
置
し
た
が
、

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
　
に
没
し
た
家
康
が
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
真
桑

瓜
を
食
べ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

秀
忠
の
時
代
、
美
濃
国
共
桑
村
か
ら
瓜
作
り
の
名
人
を
毎
年
府
中
に
呼

ん
で
い
た
。

美
濃
国
上
真
桑
村
百
姓
庄
左
衛
門
と
、
下
真
桑
村
百
姓
久
右
衛
門
の
二

人
で
、
毎
年
二
月
初
め
頃
に
府
中
に
来
て
、
連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

栽
培
に
適
し
た
砂
質
土
壌
の
畑
を
府
中
三
町
と
是
政
村
の
田
地
か
ら
選
ぶ

こ
と
か
ら
始
め
た
。
選
ば
れ
た
栽
培
地
は
竹
矢
来
で
囲
み
、
脇
に
は
、
毎

年
小
屋
を
建
て
て
藩
泊
ま
り
し
、
栽
培
管
理
を
行
っ
て
い
た
。

名
人
た
ち
は
、
定
め
ら
れ
た
量
を
収
穫
し
幕
府
へ
上
納
す
る
と
八
月
の

末
に
は
美
濃
に
帰
っ
て
い
く
と
云
う
事
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

真
桑
瓜
が
大
好
き
だ
っ
た
家
光
が
三
代
将
軍
と
な
っ
た
元
和
年
間

（
一
六
一
五
～
一
六
二
三
）
　
に
は
、
江
戸
柏
木
（
現
・
新
宿
区
柏
木
）
　
の

神
田
川
流
域
に
将
軍
の
畑
・
御
前
栽
畑
が
設
け
ら
れ
、
真
桑
瓜
の
上
納
が

課
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
元
禄
一
八
年
二
六
九
九
）
　
に
内
藤
新
宿
（
現
・

新
宿
）
と
し
て
宿
場
が
設
け
ら
れ
る
と
、
鳴
子
瓜
は
特
産
物
に
な
っ
た
。

こ
の
事
は
地
元
成
子
天
神
社
境
内
に
、
J
A
東
京
グ
ル
ー
プ
が
建
立
し

た
江
戸
東
京
の
農
業
説
明
板
に
書
い
て
あ
る
。

四
代
将
軍
家
綱
の
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
　
に
は
、
江
戸
隅
田
村
（
現
・

墨
田
区
堤
通
）
　
の
木
母
寺
境
内
に
将
軍
の
別
荘
・
隅
田
川
御
殿
が
建
て
ら

れ
る
と
、
そ
の
隣
接
地
に
御
前
栽
畑
が
作
ら
れ
、
そ
こ
で
も
真
桑
瓜
が
栽

培
さ
れ
て
い
た
。

家
康
が
江
戸
に
入
っ
て
以
来
、
将
軍
家
へ
の
農
林
水
産
物
の
上
納
地
は
、

府
中
の
御
瓜
田
を
初
め
、
粕
木
村
と
隅
田
村
に
御
前
栽
畑
が
設
け
ら
れ
た

他
、
武
蔵
小
金
井
の
御
栗
林
か
ら
は
乗
が
上
納
さ
れ
て
い
た
。

当
研
究
会
で
は
来
年
、
府
中
市
の
都
立
農
業
高
校
で
御
前
栽
瓜
を
、
ま

た
、
新
宿
区
立
相
木
小
学
校
で
は
二
百
年
余
の
時
空
を
超
え
て
、
鳴
子
瓜

の
復
活
栽
培
を
支
援
す
る
予
定
で
い
る
。

＊
お
お
た
け
　
み
ち
し
げ

一
九
四
四
年
東
京
生
ま
れ
。
江
戸
東
京
・
伝
統
野
菜
研
究
会
代
表
、

農
水
省
選
定
「
地
産
地
消
の
仕
事
人
」
。
著
書
は
「
江
戸
棄
京
野
菜
」

物
語
篇
と
図
鑑
編
。
ブ
ロ
グ
「
江
戸
東
京
野
菜
通
信
」
で
日
々
情
報
を

発
信
中
。
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